
59

箱選びの場面におけるポ一シアの言葉について

聞き手依存型のコミュニケーション方略

國 府 方 麗 夏

1.序

シェイ クス ピア(1564-1616)のrヴ ェニスの商人』(1596-7年)

のなかに、箱選びの場面がある。ポーシアの亡 き父によって金、銀、鉛の

三つの箱が用意 される。 これはポー シアの結婚相手を選ぶために行われた

0種 の賭け事である
。三つの箱の中から正 しい箱を選んだ者が、ポーシア

と結婚できるのである。人生における重要な結婚相手の選択に、 こうした

お とぎ話めいた方法が用いられたのには理由がある。 当時の英国ではプロ

テスタン ト化が進んで、父権を重ん じる風潮が絶大だったか らである。想

い人がいるポ.......シアにとって、この絶対父権制は苦痛なものであっただろ

う。事実、 この箱選びの場面では、ポーシアの様々な感情が凝縮 して表現

されているのである。

そこで、本稿 はこの場面におけるポーシアの言葉に焦点を当て、彼女が

想いを寄せているバ ッサーニオに、恋の駆け引きを通 じて、いかなるコミュ

ニケーシ ョン方略(CommunicationStrategy)を 用いているかを分析 した。

それはこの場面が本稿の研究テーマである、ポー シアとバ ッサーニオ間の

対人 コミュニケーション(lnterpersonalCommunication)1に おける、方略

の特徴分析に最適であるからである。ポーシアはこの箱選びの場面で、バッ

サーニオに箱選びを急がないように説得を している。ポーシアはそうする

ことで、少 しでも長 くバ ッサーニオのそばにいようとしているのである。

したがって、本稿の研究対象は主 として説得的 コミュニケーシ ョン2に 関
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わる方略である。

本稿ではこの場面の分析に談話分析の手法を用い、ポーシアがバ ッサー

ニオに対 して どのようなコミュニケーシ ョン方略を用いたのかを探 った。

また、シェイクスピアがポー シアを媒体 として、観客に対 し表現 しようと

したものが何であったのかについても考察 した。なぜなら、それがポーシ

アとバ ッサーニオの対人 コミュニケー ションに、大き く関わっているから

である。 シェイ クスピアがどのような考 えでポーシアに台詞を言わせてい

るのかを理解することは重要であるから、本稿ではこれを説明することも

重要なテーマ としている。

本稿ではまず台詞の分析方法について説明を し、次にそれを用いてポー

シアの言葉を一つ一つ分析 し、最後 に結論 として シェイ クスピアの演出

の特徴に言及 しなが ら、ポーシアがバッサーニオに対 して用いたコミュニ

ケーシ ョン方略の特徴を考察するとい う構成になっている。

II.台 詞の分析方法 としてのアク トとムーヴ

本稿 ではポー シアの言 葉につい て談話 分析 を行 った。その手法 と して シ

ンク レア ・ジ ョン とマ ル コム ・クール ター ド(SinclairJohnandMalcolm

Coulthard)3の 分 析 方 法 を 用 い た。 この 手 法 が 一 般 的 に用 い られ、 かつ、

実用的 だか らであ る。本稿 の核心 部分 に入 る前 に、シ ンクレア とクール ター

ドの分析方 法を明 らかにす るため、次 の証例をあ げる。

例l

Sheknewwhatshewanted,butshenevertoldanyone.

シ ンク レア とクー ル ター ドはムー ヴ(move)が ア ク ト(act)に よ っ て構
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成 される談話単位であると説明 している4。 しか し、談話構造全体におい

ての、ムー ヴの大 きさについてのシンクレアとクールター ドの説明は不十

分である。そのため、研究者間でムーヴの大きさに対する認識に差異が生

じていた。そこで、國府方麗夏はムーヴの大きさについて次のような定義

を加えた5。

規則1

「ムーヴ」の境界は統語の単位である文 と一致する。

規 則1に 従 え ば 、 例1の`Sheknewwhatshewanted,butshenever

toldsanyoneは 、 こ れ で 一 つ の ム ー ヴ で あ る と み な さ れ る 。 し か し・ こ

の0文 は さ ら に`Sheknewwhatshewanted'と`butshenevertold

anyone'の 二 つ に 分 割 す る こ と が 可 能 で あ る 。 な ぜ な ら こ の 二 つ に は そ

れ ぞ れ 独 立 し た 対 人 機 能(interpersonalfunction)6が 認 め ら れ る か ら で あ

る 。 した が っ て 、 例1の 文 を 談 話 の 構 成 単 位 で あ る ム ー ヴ で 境 界 を 区 切 る

と次 の よ う に な る 。

//Sheknewwhatshewanted,//butshenevertoldanyone.//7

この よ うな分割 が生 じるのは、規 則1に あ る 「文」 の 定 義 が 曖 昧 で あ るこ

とに原 因があ る。厳密 に定義 をす る と、 「文」には単 文(simplesentence)、

複 文(complexsentence)、 重 文(compoundsentence)、 混 文(mixed

sentence)の 四種 類 が 存 在 す る8。 規 則1で は これ が全 て 同一 に扱 わ れ て い

る。 しか し、ムー ヴに相 当ず る「文」は単文 と複文 のみであ る。 したが って、

本稿はムーヴの大 きさの定義である規則1を 、次のように修正 した。
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規則1-2

「ムー ヴ」の境界は統語の単位である単文 と複文に一致する。

しか し、全ての発話が完全な文を形成するとは限 らない。過剰な情報提供

による悪影響を防 ぐために、あえて言及 しな くても聞き手が推測を して理

解できるであろうと期待される部分は、省略されることが しば しばあるの

である。だが、完全な文を形成 していないから、省略された部分の存在を

認めないとなると問題が生 じる。それを認めるか否かによってムーヴの大

きさが変わって しまうからである。具体的な例証を次にあげる。

例2

1wenttothekitchen,openedthefridge,andtookoutthecake.

この 文 は 省 略 を さ れ て い る。 例2の 文 は`lwenttothekitchen'、`I

openedthefridge'、`andItookoutthecake'の 三 つ の単 文 が0つ に ま

とめ られ た も の で あ る。 そ して、 この三つ の単 文は対等 の関係 にあ り、 ど

れか が他 の単 文の従属 的関係 にある もので はない。 したが って、 これ らの

三つ の単文 はそ れぞれ別 々のムー ヴであ る とみ なされ るのであ る。 も し、

ここで省 略 され た部分 を無視 して例2の 文 を 一 つ の ム ー ヴ で あ る と考 え る

と、ムー ヴの大 きさが一・致 しな くなるのであ る。 したが って、完全 な文 を

形成 してい ない もので あって も、それが ムー ヴ として成 り立つ条件 を備 え

ていれば、それ を一 つのムー ヴと して考 える必 要があ るのであ る。

次 に、`Sheknewwhatshewanted'を ア ク トで 区 切 る と次 の よ うに な

る。

//Sheknew/9whatshewanted,〃
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シンクレアとクールター ドはアク トを、談話の単位が構成する階層loの 中

で最 も低い階層に位置する、談話の単位の中で最小のものであると述べて

いるll。しか し、その大 きさについての定義もムー ヴと同様に不明確であっ

た。そこで、國府方はアク トにも次の定義を加え修正 した12。

規則2

「アク ト」には必ず談話機能が一つ以上備わっている。

この定義を加 えることによって、0つ のムー ヴの中に存在するアク トの数

を確定することができるようになった。ムー ヴに複数の談話機能が認め ら

れれば、それを基準にアク トとアク トの問の境界を定めることが可能にな

るからである。 しかし、規則2に も問題がある。なぜなら談話機能には構

造的な機能 と、対人的な機能の二つがあ り、 ここではその どちらを意味す

るのかが曖昧になっているか らである。そ こで規則2を 次のように修正 し

た。

規則2-2

「アク ト」には必ず対人機能が一つ以上備わっている。

この 定義 に従 って`Sheknewwhatshewanted'を 分 析 す る と、 上 記

の 分析 例 の よ うに`Sheknew'と`whatshewanted'の 二 つ に 分 割 す る

こ とが で き る。 そ して、 ギル ・フラ ンシ ス とスーザ ン ・ハ ンス トン(Gill

FrancisandSusanHunston)13の 談 話 機 能 の 分 類 に 従 う と、 前 者 には 「彼

女(She)が 何 か(what)を 知 っ て い た(knew)」 とい う事 実 を 伝 達 す る教 示

の 機 能(informative)が あ り、後 者 に はそ の何 か(what)の 具 体 的 な 内容 を

補 足 す る 詳 細 化 の 機 能(comment)が あ る と考 え られ る の で あ る14。 した
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が って、`Sheknewwhatshewanted'は 二 つ の ア ク トに よ っ て構 成 され

て い る とい えるのであ る。 ここでは詳細化 の機能 を持つ ア ク トが、教示 の

機能を持 つ ア ク トに従属 しているため、 このムー ヴの機能 は教 示であ る と

判断 され る。

同様 に、`butshenevertoldanyone'を ア ク トで 区 切 る と次 の よ うに な

る。

//but/shenevertoldanyone.//

これ が二つ に分割 され るの は、 このムー ヴに高次陳述(metastatement)

の機能を持つ アク ト`but'と 、教示の機能を持つアク ト`shenevertold

anyone'の 二つが認め られるか らである。高次陳述 とは、 これか ら発話

する発話の内容的方向性を、聞き手にある程度予測させるものである。 し

たがって、 このムー ヴにも高次陳述の機能を持つアク トと教示の機能を持

つ二つの存在を認めることができ、上記のようにアク トの境界を定めるこ

とができるのである。そ して、 ここでは前者の高次陳述の機能を持つアク

トが、後者の教示の機能を持つアク トに従属 しているため、 このムー ヴの

機能は教示であると判断される。

本稿では以上のように定義 された談話単位を用いて論を展開する。

皿.ポ ーシアの台詞分析

1.バ ッサーニオに対することば

次に、ここか ら三幕二場の箱選びの場面における、ポーシアの主要な言

葉を一つ一つ検証 してい く。バ ッサーニオが箱選びのために登場すると、

彼女は最初にこう述べる。
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//Iprayyoutarry,/pauseadayortwo

/Beforeyouhazard,/for/inchoosingwrong

/Iloseyourcompany;//therefore/forbearawhile,‐//

(III,II,11.1-3}`5

(そ う お い そ ぎ に な ら ず 、

二 、 三 日 ゆ っ く りな さ っ て か ら お 選 び く だ さ い 。

も し間 違 っ た 箱 を お 選 び に な れ ば 、お 別 れ しな け れ ば な ら な い の で す 、

で す か ら 、 も う少 しお 待 ち に な っ て 。)16

こ の 台 詞 は 二 つ の ム ー ヴ か ら構 成 さ れ て い る 。 規 則1-2で 定 義 し た よ う

に 、 こ の 台 詞 に は 複 文 と単 文 が そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 認 め ら れ る か ら で あ る 。

最 初 の ム ー ヴ`Iprayyoutarry,pauseadayortwobeforeyouhazard,

forinchoosingwrongIloseyourcompany'は`Iprayyoutarry'、`pause

adayortwo'`beforeyouhazard'`for'`inchoosingwrong',

`Il
oseyourcompany'の 六 つ の ア ク トで 構 成 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の ア

ク トに そ れ ぞ れ 独 立 し た 機 能 が 認 め られ る か ら で あ る 。 つ ま り 、`Ipray

youtarry'に は 依 頼 の 機 能17が 、`pauseadayortwo'と`beforeyou

hazard'に は そ れ ぞ れ に 詳 細 化 の 機 能 が 、 そ し て 、`for'に は 高 次 陳 述 の

機 能 が あ り、`inchoosingwrong'に は 条 件 表 示 の 機 能18が あ り 、`Ilose

yourcompany'に は 教 示 の 機 能 が あ る 。 そ し て 、 こ こ で は 詳 細 化 の 機 能

を 持 つ ア ク ト、 解 説 高 次 陳 述 の 機 能 を 持 つ ア ク ト、 条 件 表 示 の 機 能 を 持 つ

ア ク トが 依 頼 の 機 能 を 持 つ ア ク トに 従 属 し て い る。 し た が っ て 、 こ の ム ー

ヴ の 機 能 は 依 頼 で あ る と い え る 。

と こ ろ が 、 こ の ム ー ヴ が 持 つ 対 人 機 能 は 依 頼 だ け で は な い 。 こ の ム ー ヴ

で ポ ー シ ア は バ ッ サ ー ニ オ に 、 箱 選 び を 急 が な い よ う に 忠 告 を も して い る
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のである。 このムーヴでポーシアはバ ッサーニオに、箱選びを誤ると二人

が結婚できな くなるとい う事実を伝達する。バッサーニオは結婚の交渉に

訪れているのだから、彼にとってポーシアと結婚できな くなるのは望まし

いことではない。つまり、ポーシアはバ ッサーニオに対 して心理的な影響

を与えることで、自分の要求をバッサーニオに受け入れさせ ようとしてい

るのである。一般的にこのような、他人の依頼 ・要求などを納得させて引

き受けることを承諾 とい う。そ して、深田博 巳はある目的のために他者を

従わせ るための方略を、承諾獲得方略19と 定義 している20。 ここでのポー

シアの 目的は、箱選びを先延ば しにして、バッサーニオをできるだけ長 く

自分のそばに とどまらせ ることである。そ して、 ここでポーシアが選択 し

た方略は、深田が定義 した「罰の警告」21による方略に該 当する。なぜな ら、

ポーシアはバ ッサーニオに、彼が彼女の要求を受け入れなければ、彼にとっ

て望ましくないこと(罰)を 与えることになると述べているからである。

二つ 目のムーヴ`thereforeforbearawhile'は 二つのアク トで構成 され

ている。高次陳述の機能を持つアク ト`therefore'と 命令の機能(directive)

を持つ`forbearawhile'の 二つである。 ここでは高次陳述の機能を持つ

アク トが命令の機能を持つアク トに従属 しているか ら、このムーヴが持つ

機能は命令である。

このムー ヴでポーシアはバッサーニオに、箱選びを急がないよう再び繰

り返 している。これによって、バ ッサーニオか ら承諾を得たい という、ポー

シアの思いが更に強調され る。 ここでポー シアが選択 した方略は 「依頼の

繰 り返 し」22による方略に該 当する。それは最初のムー ヴですでに行 った

承諾の依頼を繰 り返 しているからである。

ここで重要な点は、 この場面でポーシアがバッサーニオに、「バ ッサー

ニオのそばにいたい」 とい う意図を、直接的に伝達 していないとい うこと

である。ポーシアは 「箱選びに失敗すると、あなた と結婚できない」 とい
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う 「罰」について説明 し、箱選びを急がないように命令を した。 しか し、

文字通 りの解釈だけでは 「バ ッサーニオのそばにいたい」 とい うポーシア

の意図にはたどり着けえないのである。このメッセージが正 しくバ ッサー

ニオに伝達されるためには、彼がポー シアの意図を、 自力で推論する以外

にない。すなわち、バッサーニオが適切な推論を行ったときだけ、それが

正 しく解釈 されるのである。 したがって、彼女の意図の解釈はバ ッサーニ

オの推論に任されているといえる。つまり、ここでポーシアは聞き手依存

型のコミュニケーション方略を用いているのである。

しか し、次の台詞でポーシアは直接的に自分の意図を彼に伝達する。

//There'ssomethingtellsme{butitisnotlove)

/Iwouldnotloseyou,//and/youknowyourself,

/Hatecounselsnotinsuchaquality;//

(III,II,ll.4-6}

(な ん と な く私 、 恋 と は 申 し ま せ ん け れ ど、

た だ あ な た と は お 別 れ し た く な い 、 で も お わ か りで す ね 、

憎 しみ か ら は と て も こ う い う こ と は 言 え ま せ ん 。)

この台詞 は二つ のムー ヴに よって構 成 されてい る。規則1-2で 定 義 した

よ うに 、 こ こで は 複 文 が 二つ認 め られ るか らである。

一一つ 目の ムー ヴ`There'ssomethingtellsme(butitisnotlove)Iwould

notloseyou'は 教 示 の 機 能 を 持 つ ア ク ト`There'ssomethingtellsme(but

itisnotlove)'と 、 詳 細 化 の機 能 を 持 つ ア ク ト`Iwouldnotloseyou'の

二 つ に よ って 構 成 さ れ て い る。 詳細化 の機 能を持つ ア ク トは教示 の機能を

持つ ア ク トに従属 してい るため、 このムー ヴが持つ機能 は教示 であ る と判

断 され る。 このムー ヴでポー シアはバ ッサーニオのそ ばにいたい とい う思
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いを、 バ ッサーニ オに直 接的 に伝達 す るの である。

二 つ 目 の ム ー ヴ`andyouknowyourself,hatecounselsnotinsuch

aquality'は 高 次 陳 述 の 機i能 を 持 つ ア ク ト`and'と 、 同 意 誘 引 の 機 能

(markedproposal)を 持 つ ア ク ト`youknowyourself'と 、 教示 の 機 能 を

持 つ ア ク ト`hatecounselsnotinsuchaquality'の 、 三 つ で構 成 され て

い る。 こ こで は高 次陳述 の機能 を持つ ア ク トと同意誘 引の機能を持つ ア ク

トが、教示 の機能 を持つ ア ク トに従属 してい るか ら、 このムー ヴが持 つ機

能 は教示 であ る とい える。 このムー ヴで、ポー シアはバ ッサーニ オに対 し

て、憎 しみ の気持 ちを抱 いてい ない ことを教示 し、 自分 に対 して彼 が悪意

を持 たない よ うに 同意 を求めてい るのであ る。

ま た、 これ ら二 つ の ム0ヴ は 先 に 述 べ た 依 頼 の 機 能 を 持 つ ム ー ヴ`I

prayyoutarry,pauseadayortwobeforeyouhazard,forinchoosing

wrongIloseyourcompany'と 、 命 令 の 機 能 を 持 つ ム ー ヴ`therefore

forbearawhile'の 間 接 的 な 意 図 を 、 的 確 に バ ッサ ー ニオ に伝達 す るため

の、補助 の役割を果 た して いる。 なぜな ら、 これ らの好意 的な意図を伝達

す る教示 の機能を持つ 二つ のムー ヴに よって、バ ッサーニ オは先の二つ の

ムー ヴに好 意的 でない解釈 をす る こ とが しに くくな ったか らであ る。も し、

この補助 のムー ヴが存 在 しなければ、先 の二つ のムー ヴが好意 的で ない意

図を伝達 す るもの と して解釈 され る可能性が否定 で きない。この ことか ら、

ここで彼女 が直接 的に好意 を示 した ことで、 バ ッサーニ オが適 切な推論 を

しや す くな った といえ るの であ る。

そ して、 ここで用 い られて い る承諾獲得 方略 は 「ほ のめか し」 の方 略23

に該 当 す る。 ポー シア が バ ッサ ー ニオの そばにい たい とい う自分の気持 ち

を ほのめかせ て、バ ッサー ニオか ら承諾 を獲得 しよ うと してい るか らであ

る。

ところが、 ポー シアは次 の台 詞で次 のよ うに述べ る。
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//But/lestyoushouldnotunderstandme/well,‐

//And/yetamaidenhathnotongue,//but/thought,‐

//Iwoulddetainyouhere/somemonthortwo

/Beforeyouventure/forme.//

(IH,II,ll.7-10)

(そ ん な 私 の 気 持 ち を 誤 解 な さ る とい け な い と思 っ て

そ の くせ 娘 心 は 思 う ば か り で 口 に は 出 せ な い の で す け れ ど

運 命 を お 賭 け に な る 前 に 、 せ め て 一 月 で も 二 月 で も

お ひ き とめ した い の で す 。)

この台詞 は四つ のムー ヴで構 成 されてい る。 規則1-2で 定 義 した よ う

に 、 三 つ の単 文 と一 つ の複文 が認 め られ るか らであ る。

一つ 目のムー ヴ`Butlestyoushouldnotunderstandmewell'は 高 次

陳 述 の 機 能 を 持 つ ア ク ト`But'と 、 教 示 の 機 能 を 持 つ ア ク ト`lestyou

shouldnotunderstandme'と 、 詳 細 化 の機 能 を 持 つ ア ク ト`well'の 三

つ で構 成 され て い る。 こ こで は高次 陳述 の機能を持つ ア ク トと詳 細化の機

能 を持 つ アク トが、教示の機能 を持つ ア ク トに従属 してい るため、この ムー

ヴが持 つ機能 は教示 であ る とい える。そ して、この ムー ヴでポー シアはバ ッ

サー ニオ に対す る彼女の恋心を否定 す る。

そ して、二つ 目のムー ヴ`Andyetamaidenhathnotongue'は 二 つ の

ア ク トで構 成 され てい る。 すなわち、高次陳述の機能 を持 つア ク ト`And'

と、教 示 の機 能 を 持 つ ア ク ト`yetamaidenhathnotongue'の 二 つ で あ

る。 こ こで は 高 次 陳 述 の機 能を持つ ア ク トが教示 の機能 を持つ ア ク トに従

属 している ため、 このムー ヴの機能 は教 示であ る とい える。

そ して、三 つ 目の ムー ヴ`butthought'は 二 つ の ア ク トで 構 成 さ れ て
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い る。 高 次 陳 述 の機 能 を持 つ ア ク ト`but'と 教 示 の 機 能 を 持 つ ア ク ト

`th
ought'の 二 つ で あ る。 こ こで は 高 次 陳 述 の機 能を持つ ア ク トが教示 の

機能 を持 つ ア ク トに従 属 しているため、 このムー ヴの持つ機能 は教示で あ

る といえ る。

二つ 目のムー ヴ`Andyetamaidenhathnotongue'と 三 つ 目の ム ー ヴ

`b
utthought'で 、 ポ ー シ ア は 自分 の 思 っ て い る ことを素直 に言 うこ とが

で きない と告 白す る。つ ま り、このムー ヴに よってポー シアはその前 のムー

ヴ`Butlestyoushouldnotunderstandmewell'を 否 定 す る こ とに な り、

結 果 的 にバ ッサーニオ に対す る恋心 を認 め る ことにな るので ある。

これ らの一連 の ムー ヴではそ の一貫性 が失われ ているが、それ はポー シ

アがバ ッサー ニオ に本心 を伝 えるか否 かで葛藤 してい るためで ある。 なぜ

な ら、ポー シアは父親 の遺 言の ため に、箱選 びに成功 した者以外 との結婚

が許 されてい ないか らである。 だか ら、 た とえポー シアが ここで 自分の気

持 ちをバ ッサー ニオに伝 え、それが受け入れ られた として も、バ ッサーニ

オ と勝 手に結婚す るこ とは許 され ないの であ る。それ で も、ポー シアは所 々

で 自分 の本心を ほのめかすの であ る。 つ ま り、 こう した葛藤 が一 貫性を失

わせ る とい う形 でポー シアの発話 に表 れてい るのであ る。

以上 の三つ のムー ヴでポー シアが選択 した方略 は 「ほのめか し」 の方略

であ る。 なぜ な ら、ポー シアは 自分 の置かれ ている状況を説明 す るこ とで、

自分 の意 図を暗にほ のめかす形で間接 的に承 諾を得 よ うと してい るか らで

あ る。

そ して、四つ 目のムー ヴ`Iwoulddetainyouheresomemonthortwo

beforeyouventureforme'は 四 つ の ア ク トで 構 成 さ れ て い る。 す なわ

ち、教示 の機能 を持つ ア ク ト`Iwoulddetainyouhere'と 、 そ れ ぞ れ が

詳 細 化 の 機 能 を 持 つ 三 つ の ア ク ト`somemonthortwo'、`beforeyou

venture'、`forme'の 四 つ で あ る。 こ こで は詳 細 化 の 機能を持 つ三つ の
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ア ク トが教示の機能を持つアク トに従属 しているため、このムーヴには教

示の機能がある といえる。

ポーシアはこれらの一連のムー ヴで再び、彼をひきとめておきたい とい

う彼女の本心を伝達する。 ここで、初めてポ.___シアはバ ッサーニオをひき

とめる理由を説明 している。 したがって、ここで用いられている承諾獲得

方略は 「理由づけ」による方略24で あるといえる。

そ して、ポーシアはバ ッサーニオに対 して以下のよ うに続ける。

//Icouldteachyou/

Howtochooseright,//butthen/Iamforsworn,

//So/willIneverbe,//‐so/mayyoumissme,‐

//But/ifyoudo,/you'llmakemewishasin,

/ThatIhadbeenforsworn.//

(皿,II,ll.10-14)

(も ち ろ ん 私 は 正 しい 箱 を お 教 え で き ま す 、

で も そ れ で は 誓 約 を 破 る こ と に な る の で す 、

だ か ら そ れ は で き な い 、

だ か ら あ な た は 私 を 手 に 入 れ る こ と が で き な い か も しれ な い 、

で も そ れ で あ な た が お 間 違 え に な っ た ら、

け し て し な い と誓 っ た 罪 を 犯 そ う と願 うか も し れ ま せ ん 。)

この台詞 は五つの ムー ヴで構成 されてい る。規則1-2で 定 義 した よ うに、

四 つ の単 文 と一 つ の複 文が認め られ るか らである。

一・つ 目のムー ヴ`Icouldteachyouhowtochooseright'は 二 つ の ア ク

トで 構 成 され て い る。 教 示 の機 能を持 つ ア ク ト`Icouldteachyou'と 、

詳 細 化 の 機 能 を 持 つ ア ク ト`howtochooseright'の 二 つ で あ る。 こ こで
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は詳細化 の機 能を持つ ア ク トが教示 の機能 を持つ ア ク トに従属 してい るた

め、 このムー ヴが持つ機 能 は教示 である とい える。 このムー ヴでポー シア

は、彼女 が正 しい箱 が どれであ るかを知 ってい る、 とバ ッサーニ オに伝 え

る。

二つ 目のムー ヴ`butthenIamforsworn'は 二 つ の ア ク トで 構 成 さ れ

て い る。 すな わち、高次 陳述の機i能を 持 つ ア ク ト`butthen'と 教 示 の機i

能 を 持 つ ア ク ト`Iamforsworn'の 二 つ で あ る。 こ こで は 高 次 陳 述 の機能

を持 つ ア ク トが教示 の機能 を持 つ ア ク トに従属 しているので、 このムー ヴ

が持 つ機能 は教示 で ある といえ る。

そ して、三つ 目の ムー ヴ`sowillIneverbe'も 二 つ の ア ク トで 構 成 さ

れ て い る。 高次 陳述 の機能 を持つ ア ク ト`so'と 教示 の 機 能 を持 つ ア ク ト

`
willIneverbe'の 二 つ であ る。 こ こで は高 次 陳 述 の機能 を持 つ ア ク トが

教示 の機 能を持つ ア ク トに従属 してい るの で、 この ムー ヴが持 つ機 能 は教

示 であ る とい える。 そ して、 ここで も父親 の遺 言に逆 らえないポー シアの

姿を再認識 す る ことがで きる。 しか し、 こう した 自分の置か れてい る状況

を相手 に釈 明す る とい うこ とも、他 の求婚者達 の場合 には見 られ なか った

行為 である。 こうした行為 か らも、観客 はポー シアのバ ッサーニ オに対す

る特 別 な感情 を再認識 す るこ とが で きるのであ る。

そ して 、四つ 目の ムー ヴ`-SomayyOumissme一'も 二 つ の ア ク トで

構 成 され て い る。 高次 陳述 の機能 を持 つ ア ク ト`so'と 教 示 の 機 能 を持 つ

ア ク ト`mayyoumissme,一'の 二 つ で あ る。 こ こで は高 次 陳 述 の機能 を

持つ ア ク トが教示 の機能を持 つア ク トに従属 してい るので、 このムー ヴが

持つ機能 は教示 であ る とい える。 このムー ヴでポー シアはバ ッサーニ オが

箱選 びを誤 る ことを懸 念 している と伝達す る。

そ して、五 つ 目の ムー ヴ`Butifyoudo,you'llmakemewishasin,that

Ihadbeenforsworn'は 高 次 陳 述 の 機 能 を 持 つ ア ク ト`But'と 、 条 件 表
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示 の機i能を持つア ク ト`ifyoudo'と 、教示 の機能を持つ アク ト`you'

llmakemewishasin'と 、詳細化の機能があるアク ト`thatIhadbeen

forsworn'の 四つで構成 されている。 ここでは高次陳述の機能を持つアク

ト、条件表示の機能を持つアク ト、詳細化の機能を持つアク トが教示の機

能を持つアク トに従属 しているため、 このムーヴが持つ機能は教示である

といえる。ポーシアはこのムー ヴで自分の弱さを露呈する。つま り、ここ

で彼女は父親の遺言に対 して反発心を抱いていながら、それに反抗できず

にいる自分の気持ちを口にして しまうのである。そ して、ここで同時にバ ッ

サーニオに対する思いも暗示的に伝達 している。

ここで用いられているのは 「ほのめか し」による承諾獲得方略である。

なぜな ら、ポーシアはバ ッサーニオに対 して自分が置かれている状況を説

明 し、依頼 したいことを間接的に伝達 し、承諾を得ようと試みているか ら

である。 ここで重要な点 はその解釈がバッサーニオに委託 されているとい

うことである。つま り、ここでも聞き手依存型のコミュニケーション方略

が用いられているのである。

そ して、ポーシアは次のように続ける。

//Beshrewyoureyes,

/Theyhaveo'erlook'dme/and/dividedme,

//onehalfofmeisyours,//theotherhalfyours,

//MineownIwouldsay://but/ifmine/then/yours,

//Andso/allyours;//

(IH,rl,11.14-18)

(あなたの目がいけないのです、

その 目に見 られて私の心は二つに裂かれて しまった、
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半分はあなたのもの、残 り半分 もあなたのもの、

私のものと言いたいけれ ど、私のものはあなたのもの、

だからみんなあなたのもの。)

この 台詞 には六つ のムー ヴがあ る。 規則1-2で 定 義 した よ うに、 四 つ の

単 文 と二 つ の複文 が認 め られ るか らであ る。

最 初 の ム ー ヴ`Beshrewyoureyes,theyhaveo'erlook'dmeand

dividedme'は 教 示 の 機 能 を持 つ ア ク ト`Beshrewyoureyes'と 、 詳 細 化

の機 能 を持 つ ア ク ト`theyhaveo'erlook'dme'と 、 高 次 陳 述 の 機 能 を 持

つ ア ク ト`and'と 、 詳 細 化 の 機 能 を 持 つ ア ク ト`dividedme'の 四 つ の

ア ク トで 構 成 さ れ て い る。 ここでは詳細化 の機 能を持つ二つ の ア ク トと高

次 陳述の機能 を持 つ アク トが、教示 の機能 を持 つ ア ク トに従属 して いるた

め、 この ムー一ヴには教示 の機能 があ る とい える。

二 つ 目の ムー ヴ`Onehalfofmeisyours'は 一 つ の ア ク トで構 成 さ れ

て い る。 そ して、その ア ク トには教示 の機能 があ るか ら、 この ムー ヴが持

つ機 能 も教示 であ る。

三 つ 目のムー ヴ`theotherhalfyours,‐'も 一 つ の ア ク トで構 成 さ れ て

い る。 そ して、その ア ク トに は教示 の機 能があ るか ら、 この ムー ヴが持 つ

機能 も教示 であ る。

四つ 目のムー ヴ`MineownIwouldsay'も 一 つ の ア ク トで構 成 さ れ て

い る。 そ して、その ア ク トに は教示 の機 能があ るか ら、 この ムー ヴが持 つ

機能 も教示 であ る。

五つ 目のムー ヴ`butifminethenyours'は 四 つ の ア ク トで構 成 さ れ て

い る。 す なわ ち、高次 陳述 の機 能 を持 つ ア ク ト`but'と 、 条 件 表 示 の機

能 を持 つ ア ク ト`ifmine'と 、 高 次 陳 述 の 機 能 を 持 つ ア ク ト`then'と 、

教 示 の 機 能 を 持 つ ア ク ト`yours'の 四 つ で あ る。 そ して 、 高 次 陳述 の機
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能を持つ二つのアク トと、条件表示の機能を持つアク トが、教示の機能を

表すアク トに従属 しているか ら、このムーヴが持つ機能は教示であるとい

える。

そ して、六つ 目のムーヴ`Andsoallyours'は 二つのアク トで構成され

ている。すなわち、高次陳述の機能を持つ アク ト`Andso'と 、教示の機

能を持つアク ト`allyours'の 二つである。 ここでは高次陳述の機能を持

つアク トが教示の機能を持つアクトに従属 しているか ら、 このムーヴには

教示の機能があるといえる。

ポーシアはこの一連のムーヴで、バッサーニオに対する想いを伝達する。

また、観客はこれ らの台詞か らいかに彼女がバ ッサーニオに心を奪われて

いるかを再認識させ られる。そ して、 この場面でポーシアが用いた承諾獲

得方略は、「ほのめか し」の方略である。なぜなら、ポー シアはバ ッサー

ニオに対 し依頼 したい ことを間接的に伝達 して承諾を得ようと試みている

からである。 ここでもポーシアは自分のバ ッサーニオに対する好意を伝達

しようとしている。

そして、その次の台詞で彼女は以下のように続ける。

//0/thesenaughtytimes

Putbars/betweentheownersandtheirrights

//Andso/thoughyours,//notyours,//‐proveitso,

/LetFortunegotohell/forit,//notI.//

(皿,II,ll.18-21)

(ああ、このひ どいご時世が

持ち主か らその権利を切 り離 して しまった。

だか らあなたのものもあなたのものではない、
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それが罪なら、地獄に堕ちるのは運命のはず、私ではあ りません。)

こ こでの台詞 にはムー ヴが五つ あ る。規則1-2で 定 義 した よ うに 、 五 つ

の単 文 が 認 め られ るか らであ る。

一一つ 日のムー ヴ`othesenaughtytimesputbarsbetweentheowners

andtheirrights!'は 三 つ の ア ク トで構 成 され て い る。す なわ ち、感情 表示

の機能25を 持 つ ア ク ト`0'と 、 教 示 の機 能 を 持 つ ア ク ト`thesenaughty

timesputbars'と 、詳 細 化 の機 能 を 持 つ ア ク ト`betweentheownersand

theirrights!'の 三 つ で あ る。 こ こ で は感 情 表 示 の機 能 を持 つ ア ク トと詳

細 化 の機能 を持つ ア ク トが教示 の機能 を持つ ア ク トに従属 してい るので、

この ムー ヴが持 つ機能 は教 示であ る といえ る。 この ムー ヴで、ポー シアは

彼女 自身 の状 況に対す る悲 しみの感情 を伝達 す る,、彼 女 が そ の 当時 の 社 会

状 況 に不 満 を持 って いる ことは、 このムー ヴか ら明確 になる。 つ ま り、 こ

のムー ヴか ら、父親の遺言 の権 力 に反抗 で きない ことに対 す る、彼女の も

どか しさが伝わ って くるのであ る。

そ して、二二つ 目のムー ヴ`Andsothoughyours,notyours'は 二 つ の ア

ク トで構 成 さ れ て い る。 高 次陳述の機能 を持 つア ク ト`Andso'と 、 教 示

の 機 能 を 持 つ ア ク ト`thoughyours'で あ る。 こ こで は高 次 陳 述 の機 能を

持 つ ア ク トが教 示の機能 を持つ ア ク トに従属 してい るため、 このムー ヴが

持 つ機能 は教示 であ る といえ る。

三つ 目のムー ヴ`notyours'は 一 つ の ア ク トで 構 成 さ て い る。 その アク

トが持つ機能 は教 示で あるか ら、 この ム._._ヴが持 つ 機 能 も教 示 で あ る とい

え る。

四つ 目のムー ヴ`‐proveitso,LetFortunegotohellforit'は 、条 件表

示 の 機 能 を持 つ ア ク トLproveitso'と 、教 示 の 機 能 を持 つ ア ク ト`Let

Fortunegotohell'と 、詳 細 化 の 機 能 を持 つ ア ク ト`forit'の 三 つ に よ っ
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て構成されている。 ここでは条件表示の機能を持つアク トと詳細化の機能

を持つアクトが教示の機能を持つアク トに従属 しているので、 このムー ヴ

が持つ機能は教示であるといえる。

五つ目のムー ヴ`notI'は 一つのアク トで構成されている。 このアク ト

が持つ機能は教示であるか ら、このムーヴが持つ機能 も教示であるといえ

る。

以上の一連のムーヴで、ポーシアは自分がバ ッサーニオの ものではない

と宣言 し、それが運命のせいであると断罪する。つまり、この0連 のムー

ヴでもポーシアは自分の運命に対する不満を明示 しているのである。そ し

て、 この一一連のムー ヴか ら、ポー シアがバッサーニオ との関係について、

社会の慣習の圧力を受け葛藤 していることがわかるのである。

ここでの承諾獲得方略は、バッサーニオに 「少 しでも長 くそばにいても

らう」といった、目的を実現す るためのものである。そ して、ポーシアはバッ

サーニオと一緒になれないことを悲 しむ ことで、自分のバ ッサーニオに対

する好意を伝達 しているのである。 こうした感情を伝達することで、バ ッ

サーニオから 「少 しでも長 くそばにいてもらう」 とい う承諾を獲得 したい

という想いを、「ほのめか し」の方略で伝達す るのである。

そして、最後 にポーシアは次のように述べ る。

//Ispeaktoolong,〃but/'tistopeisethetime,

/Toecheit,//and/todrawitout/inlength,

/Tostayyou/fromelectionノ/

(III,II,11.22-24)

(お し ゃべ りが す ぎ ま し た 、 で も そ れ は 時 に 錘 を つ け 、

で き る だ け そ の 歩 み を 遅 く さ せ 、

あ な た の 箱 選 び を 先 へ 延 ば し た い た め で す 。)
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この台詞 は三つの ムー ヴで構成 され てい る。規則1-2で 定 義 した よ うに 、

三 つ の単 文 が 認 め られ るか らで ある。

最初 のムー ヴ`Ispeaktoolong'は 一 つ の ア ク トで構 成 され て い る。 そ

の ア ク トには教示の機能 があ るか ら、 このムー ヴが持つ機能 も教示で ある

とい える。 ここで、 ポー シアは彼女 が長 く話 しす ぎた ことを認め る。

二つ 目のムー ヴ`buゼtistopeisethetime ,toecheit'は 三つ の ア ク ト

で 構 成 さ れ て い る。 す なわ ち、 高次 陳 述 の機 能 を持 つ ア ク ト`but'と 、

教 示 の 機 能 を持 つ ア ク ト`'tistopeisethetime'と 、 詳 細 化 の機 能 を もつ

ア ク ト`toecheit'の 三 つ で あ る。 こ こで は高 次 陳 述 の機能 を持 つア ク ト

と詳細 化の機能 を持 つ ア ク トが、教示の機能 を持つ ア ク トに従属 してい る

ため、 この ムー ヴが持 つ機能 は教 示であ る といえ る。

三 つ 目 の ム ー ヴ`andtodrawitoutinlength ,tostayyoufrom

election'は 五 つ の ア ク トで 構 成 さ れ て い る。 つ ま り、 高次 陳 述 の機 能

を持 つ ア ク ト`and'と 、 教 示 の 機 能 を 持 つ ア ク ト`todrawitout'と 、

詳 細 化 の 機 能 を 持 つ 三 つ の ア ク ト`inlength'、`tostayyou'、`from

election'の 五 つ で あ る。 こ こ で は 高 次 陳 述 の機能 を持 つ ア ク トと、詳 細

化 の機 能を持 つ三つの ア ク トが、教示 の機能 を持 つ ア ク トに従属 してい る

か ら、 この ムー ヴが持つ機能 は教 示で ある といえ る。

上記 の二つ 目と三つ 目の ムー ヴで、ポー シアは話 が長 くな って しまった

理 由を釈明す る。 そ して、 ポー シアはバ ッサーニ オ と別れ た くない とい う

思 いを伝達 す るのであ る。 ここでの承 諾獲得方略 も 「ほのめか し」 の方 略

であ る。 なぜ な ら、ポー シアはバ ッサ ーニオ に対 して、依 頼 したい ことを

闇接 的 に伝 達す る こ とで承諾 を得 よ うと試 み てい るか らで あ る。そ して、

ここで もポー シアは 自分 のバ ッサーニ オに対 す る好意 を伝達 しよ うとして

い るの である。

この後、 ポー シア の説 得 もむな しく、バ ッサ・一ニオ が発言権 を奪 い、
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箱 選 び に挑 戦 す るの で あ る。 つ ま り、 ポー シアはバ ッサーニ オか らの承諾

獲得 に失敗 したの であ る。

2.バ ッサーニオ以外の求婚者に対することば

分析の中でポーシアは度々バ ッサーニオを引き止めておきたい という態

度を示 した。 しか し、その思いを素直に伝えることができず、その台詞か

ら一貫性が失われるとい う現象が見 られた。 このような相手をひきとめて

おきたい とい う想いや、0貫 性が失われた表現は、他の求婚者達 との会話

には見ることができないものである。つまり、バ ッサーニオはポーシアか

ら比較的良い待遇を受けているのである。 この ことはポ0シ アの台詞の長

さからも窺い知ることができる。彼女のモロッコ王子 とアラゴン王子に対

する台詞は、バ ッサーニオのケースと比較すると明 らかに短いのである。

例えば、モロッコ王子に対 しては次のように述べている。

//Go,//drawasidethecurtains//and/discover

Theseveralcaskets/tothisnobleprince:

//Now/makeyourchoice.//

(H,V皿,ll.1-3)

(さあ、そのカーテンをお開け、

なかにある三つの箱を王子にお見せできるように。

では、どうかお選びください。)

この台詞におけるムーヴの数はわずか四つである。規則1-2で 定義 した

ように、四つの単文が認められるからである。

最初のムー ヴ`Go'は 一つのアク トによって構成 されてお り、その機能

は命令である。 したがって、このムーヴが持つ機能 も命令であるといえる。
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二 つ 目の ムー ヴ`drawasidethecurtains'も 一一つ の ア ク トに よ っ て 構

成 され てお り、そ の機能 も命令 であ る。したが って 、 このムー ヴが持つ 機

能 も命 令 であ るとい える。

三つ 目のムー ヴ`anddiscovertheseveralcasketstothisnobleprince'

は 三 つ の ア ク トで 構 成 さ れ て い る。 高次 陳述 の機 能 を持つ ア ク ト`and'

と、 命 令 の 機 能 を 持 つ ア ク ト`discovertheseveralcaskets'と 、 詳 細 化

の 機 能 を持 つ ア ク ト`tothisnobleprince'の 三 つ で あ る。 そ して 、 こ こ

で は高 次 陳述の機能 を持 つア ク トと詳細 化の機能を持つ ア ク トが、命令 の

機 能を持つ アク トに従属 してい るか ら、 このムー ヴが持 つ機能は命令 であ

る といえ る。

そ して、最後の ムー ヴ`Nowmakeyourchoice'は 二 つ の ア ク トで構 成

さ れ て い る。 開始 合図の 機能(marker)を 持 つ ア ク ト`Now'と 、命 令 の

機 能 を持 つ ア ク ト`makeyourchoice'の 二 つ で あ る。 こ こ で は高 次 陳述

の機 能 を持 つ ア ク トが命 令の機能 を持 つ アク トに従属 してい るの で、 この

ムー ヴが持つ機能 は命令 で ある とい える。

以上 のムー ヴには全て命令 の機能 があ る。つ ま り、ポー シアはモロ ッコ

の王子 に対 して、命令 しか していないので ある。 そ して、 ここで用 い られ

てい る承諾獲 得依 頼 の方 略 は全 て 「単純 依頼」2Gで あ る。 な ぜ な ら、 そ の

依 頼 の 理 由 もそれ以外の ことも、余 計な ことは一切 付け加 え られ ていない

か らであ る。 さ らに、バ ッサーニ オの とき とは違 い、「少 しで も長 くそば

にい て もら う」 とい う ことで はな く、 「箱 を選 ぶ」 とい う承諾 を求め てい

るのであ る。

そ して、 アラ ゴン王子 に対す る台詞 は次 の ものであ る。

//Behold,//therestandthecaskets/noblepri:ace,

//lfyouchoosethat/whereinIamcontain'd
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/Straightshallournuptialritesbesolemniz'd:

//But/ifyoufail,/withoutmorespeech/mylord

/Youmustbegone/fromhence/immediately.//

(II,D(,11.4-8)

(ど うか ご ら ん く だ さ い 、 あ そ こ に 箱 が あ り ま す 、

も し私 の 絵 姿 の 入 っ て い る 箱 を お 選 び に な れ ば 、

た だ ち に 私 た ち の 婚 礼 の 式 と い う こ と に な り ま す 、

で も お 選 び そ こ な え ば 、

な に も お っ し ゃ らず に 即 座 に お 引 取 りい た だ か ね ば な り ま せ ん 。)

こ の 台 詞 に お け る ム ー ヴ も 、 モ ロ ッ コ 王 子 の 場 合 と 同 様 に 、 わ ず か 四 つ で

あ る 。 規 則1-2で 定 義 した よ う に 、 単 文 と複 文 が そ れ ぞ れ 二 つ ず つ 認 め

られ る か ら で あ る 。

最 初 の ム ー ヴ`Behold'は 一 つ の ア ク トで 構 成 さ れ て い る 。 そ の ア ク ト

が 持 つ 機 能 は 命 令 で あ る か ら 、 こ の ム ー ヴ が 持 つ 機 能 も命 令 で あ る 。

二 つ 目 の ム ー ヴ`therestandthecasketsnobleprince'は 二 つ の ア ク

トで 構 成 さ れ て い る 。 一 つ は 教 示 の 機 能 を 持 つ ア ク ト`therestandthe

caskets'で 、 も う一 つ は 呼 び か け の 機 能(summons)を 持 つ ア ク ト`noble

prince'の 二 つ で あ る 。 こ こ で は 呼 び か け の 機 能 を 持 つ ア ク トが 教 示 の 機

能 を 持 つ ア ク トに 従 属 し て い る の で 、 こ の ム ー ヴ に は 教 示 の 機 能 が あ る と

い え る。

三 つ 目 の ム ー ヴ`lfyouchoosethatwhereinIamcontain'dStraight

shallournuptialritesbesolemniz'd'は 三 つ の ア ク トで 構 成 さ れ て い る 。

一 つ 目 の ア ク ト`lfyouchoosethat'に は 条 件 表 示 の 機 能 が あ り
、 二 つ 目

の ア ク ト`whereinIamcontain'd'に は 詳 細 化 の 機 能 が あ り、 三 つ 目 の

ア ク ト`Straightshallournuptialritesbesolemniz'd'に は 教 示 の 機 能 が
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あ る。 ここでは条件表示 の機能 を持つ ア ク トと詳 細化の機能 を持つ アク ト

が、教示 の機能を持つ ア ク トに従属 しているため、 この ムー ヴが持 つ機能

は教示 であ る といえる。

そ して、四つ 目の ムー ヴ`Butifyoufail,withoutmorespeechmylord

Youmustbegonefromhenceimmediately'は 七 つ の ア ク トで構 成 され て

い る。 最初 の ア ク ト`But'に は 高 次 陳 述 の 機 能 が あ り、 二 つ 目の ア ク ト

`if
youfail'に は条 件 表 示 の 機 能 が あ り、 三 つ 目の ア ク ト`withoutmore

speech'に は 詳 細 化 の 機 能 が あ り、 四 つ 目の ア ク ト`mylord'に は 呼 び

か け の 機 能 が あ り、 五 つ 目の ア ク ト`Youmustbegone'に は 教 示 の 機

能 が あ り、 六 つ 目の ア ク ト`fromhence'と 最 後 の ア ク ト`immediately'

に は詳 細 化 の 機 能 が あ る。 こ こで 中心 となるのは教示 の機能 を持 つ アク ト

で あ り、その他 のア ク トは全 て これ に従 属 してい る。 したが って、このムー

ヴには教示 の機能が ある とい える。

そ して、 ここで用 い られて いる承諾獲 得方 略 は、 「罰 の警告」 の役割 を

果 たす ムー ヴ`Butifyoufail,withoutmorespeechmylord'以 外 は 、 全

て 「単 純 依 頼 」で あ る。 「罰 の警告」の役割を果 たすムー ヴ以外 は、その依

頼 の理 由もそれ以 外の こ とも、余 計な こ とは一切付 け加 え られ ていないか

らであ る。 しか し、 バ ッサー ニ オの とき とは違 い、 「少 しで も長 くそ ばに

いてほ しい」とい った意 味を含ん だ言葉 が発せ られて いない。 それ に加 え、

ここでの箱選 びについ ての説明 の言葉は あま りに も少なす ぎる。 これに気

がつい た観衆 は、ポー シアのバ ッサーニ オに対す る特 別の感情 を、意識 せ

ずにはい られ ないのであ る。

これ は本 稿 の偏 っ た意 見 で はな い。 ヴ ィ ク ター一・L・ カ ー ン(VictorL

Cahn)27も ポ ー シ ア が 彼 女 の 不 満 を 抑 え な が らモ ロ ッコ王 子 を箱 まで案 内

す るこ と、モ ロ ッコ王 子が ポー シアに温か く迎 え られ ない こ と、箱選 びの

「罰」 を説 明す る時 に彼女 が嬉 しそ うであ る こ とを指 摘 してい る。 この指
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摘か らも、ポーシアのバッサーニオに対する行為が、他の求婚者達に対す

るもの とは明らかに違 うことが分かる。

3.台 詞の分析結果

ポーシアのバッサーニオに対する台詞は27の ムーヴで構成されている。

そ して、それを承諾獲得の方略 ごとに分類する とその うちの24の ムー ヴ

が 「ほのめか しの方略」に該 当する。 これは全体の88.89%に も及ぶ。 こ

のことか らポーシアが用いた主な方略は 「ほのめか しの方略」であること

がわかる。そ して、この方略の主な特徴は、話 し手の発話の意図解釈が聞

き手の推論に委託 されるということである。つ まり、ほのめか しの方略の

特徴は聞き手依存型であるといえる。 この ことからポーシアが用いた方略

は聞き手依存型の ものであることがわかる。

また、このほのめか しの方略はバ ッサーニオに対 して特別に用いられた

ものであるとい う点 も重要である。 この点は先に行 った、バ ッサーニオに

対する台詞 と、バ ッサーニオ以外の求婚者に対する台詞 との比較から明確

である。ポー シアがバ ッサーニオに対 してのみほのめか しの方略を用いた

のは、バ ッサーニオにだけ伝えたい何かがあったか らである。また、自分

の立場を守 るために本音を言わずに本音を伝えるのに、ほのめか しの方略

が便利だったからである。

したがって、ポーシアがバッサーニオに対 して用いた方略は聞き手依存

型の方略で、それは 自分の立場を守 りながらも、自分の本音を伝達するの

に有効であったといえる。
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lV.結 論

rヴ ェニスの商 人』 においてポーシアが抱える結婚に関する問題は複雑

だが、それが この劇を面白くしている要素になっている。恋する相手がい

ながら、父親の権力に逆 らえないポーシアがいかなる結末をむかえるのか、

彼女が箱選び という極めて結果の予測が困難な儀式によって、幸せな結末

を手 にいれるか否かは観客の注 目を集めるには十分す ぎるテーマである。

川地美子28も1560年 代か ら1570年 代後半にかけて、エ リザベス女王の

結婚問題 と、それに伴 う王位継承問題が、議会で取 り上げられるほ どの大

問題になっていたと述べている。 また、石井美樹子 もイギ リス国民が、エ

リザベス女王が継承者を残さずに亡 くなったらどうなるのか、とい う懸念

を抱いていた と指摘 している29。 それは1562年 に女王エ リザベスが天然

痘にかか り、危篤状態に陥ったことが原因 していた。 これらの指摘か らも、

この時代のイギ リス国民がエ リザベス女王の結婚問題に強い関心を示 して

いたことがわかる。

エ リザベス女王の結婚 に関 して、川地は二つの可能性をあげている30。

一つ は国内の貴族 との結婚。そ して、もう一つは外国の王子 との結婚であ

る。 しか し、当時のイギ リス国民は どちらの選択に対 しても懸念を抱いて

いた と川地は指摘する。エ リザベス女王が国内の貴族 と結婚すれば、派閥

の対立問題が深刻化する危険性があ り、外国の王子 と結婚すると、イギ リ

スが外国の属国になってしまう危険性があったか らである。

また、川地はシェイ クスピアがエ リザベス女王をめ ぐる、宮廷の事情に

関心を持っていた と述べている31。 そ して、川地はポー シアが一幕二場で、

自分は好きな人を選ぶ こともできなければ、嫌いな人を断ることもできな

い と嘆息することか ら、多 くの貴族に求婚されなが らも、自分の意志のみ

では相手を決め られなかった、女王の本音が聞こえてきそうだ とも述べて
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い る32。 しか し、 石 井 は エ リザ ベ ス女 王 が夫 を 自由に選 べ る地位 にあ った

と指 摘 してい る33。 そ して 、 石 井 は女 王 が 結 婚 を あ き らめ た本 当の理由 に

つ いて次 の よ うに述べ てい る。

エ リザベスは独身をつらぬいた。スペイン王を夫に持った姉メア

リーが、女王が結婚することの危険と愚か しさを身をもって教え

てくれた。法律が女王 を 「王」 と認めていて も、結婚すれば夫 と

王権を分けもつことになる。女王の力は半減され、絶対的権力を

失 う。絶対君主 として統治をすることを願 うエ リザベスは結婚せ

ず、独身の女王 とい う希有な立場を多いに利用 した。婚約交渉の

継続中には交渉国間に戦争は起 こりえない。エ リザベスは、結婚

とい う餌をちらつかせながら外交を操 り、処女王 として、若い騎

士たちの心を掴み君臨 した39。

したがって、エ リザベス女王は、自分の運命はさておき、誰か らも束縛 さ

れずに結婚を拒否 しつづけたのであるといえる。こうした状況をシェイ ク

スピアが理解 していたか どうかは不明だが、ポ.__.シアをエ リザベス女王に

対するアンチテーゼ として登場させた可能性は極めて高い。それに、当時

のイギ リス国民がエ リザベス女王の結婚問題に強い関心をよせていたこと

は間違いない。そ して、それはもちろんシェイ クスピアにとっても同様 で

あったと思われる。シェイ クスピアが偉大な劇作家であった とい うことは、

彼が観衆の期待を裏切 らずに、民衆が興味や関心を持てる劇を創作 したか

らに他な らない。 したがって、シェイ クス ピアが女王の結婚問題に対する

民衆の関心をいち早 く感知 し、自分の作品に投影 したのは自然なことであ

る。

以上の ことがらをふまえた上で、本稿の主要なテ�___.マであるポーシアが
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用いたコミュニケーション方略についてまとめる,,ポ ーシアの台詞の中で

注目すべきコミュニケーション方略は、聞き手依存型の暗示的方略である。

本稿の分析の中で、ポー シアが自分の重要な発話の意図解釈を、聞き手で

あるバ ッサーニオに任せ る場面が度々ある。それは彼女が自分の本心を伝

えたいと思いなが らも、それを口にすることが困難だったからである。ポー

シアはバッサー一ニオとの結婚を望んでいた。 しか し、ポー シアは結婚相手

を 自分で選ぶ ことができない。ポー シアは父親の遺言に したがい、箱選び

によって結婚相手を選ばなくてはならないのである。つ まり、規則に拘束

されて 自由を奪われているのである。そ うした状況の中で、バ ッサーニオ

に自分の気持ちを直接伝えることは極めて困難であった。なぜなら、規則

を破 らない限 りバ ッサーニオ と結婚できる可能性は低いか らである。 しか

し、ポ0シ アは規則を破ることができない。そこで、ポーシアは自分に不

利益を及ぼすような直接的な言及を避け、間接的な表現を用いるのである。

そ うすれば、相手が勝手にそれを 自分で解釈する。 この場合、このように

相手に発話解釈の責任を全て任せて しまうとい うという方略は極めて有効

な手段であると言える。言わば、彼女の選択 した聞き手依存型の暗示的な

コミュニケーシ ョン方略は、彼女 自身の立場を守るためのものであるとい

える。

ポーシアもエ リザベス女王 も、多 くの求婚者達がいながら結婚問題に苦

悶 し葛藤 したとい う点では共通 している。だが、その両者の最終判断は異

なっている。ポー シアは結婚を選び、女王は結婚を拒絶 した。本稿ではシェ

イクス ピアがポーシアを媒体に して、女王の結婚問題について何 らかの提

議を試みた と考える。川地 もこれ と同様の指摘を している35。 川地はシェ

イクスピアがrヴ ェニスの商人』 でエ リザベス女王の結婚問題に対する国

民の不安を緩和する役割を担 ったと述べているのである36。 確かに、rヴェ

ニスの商人』が喜劇であるとい う性質を考えれば、そのような意見も妥当
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に思える。 しか し、 この劇 によって社会的不安が緩和 されたとは言いがた

い。なぜな ら、その不安 は女王が結婚することによってのみ解消されるの

であ り、エ リザベス女王が結婚を生涯拒絶 し続けた以上、不安は解消され

なかったことになるからである。いずれにせよ、シェイ クスピアはこの劇

を通 じてエ リザベスに結婚を うなが し、女王の後継者の出現を求めた と思

われる。つまり、ポーシアのケースはエ リザベス女王の結婚問題に対する

アンチテーゼなのである。 したがって、ポーシアの言葉には、ただ単にバ ッ

サーニオに対する想いが表現されているのではな く、シェイ クスピアのエ

リザベス女王に対す る、願いが示されていると考えられるのである。
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個人 との間で交わ され る個人間 コ ミュニ ケー シ ョンを指す場合 が普 通であ るとされ

て いる(深 田博 巳、1998、13頁)。
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